










































（V1−〈K1〉, V2−〈K2〉, V3−〈K3〉, ---- )の現出として立ち現れるまさにそのとき、自己



























































































































































































































































































































1 E. フッサール『デカルト的省察』邦訳、第 55 節、215 頁以降を参照。 
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訳、第 9 節、49 頁以降を参照。 
9 フッサールの目的論について、E.フッサール『間主観性の現象学 その行方』の筆者による解説、
とくに 593 頁以降を参照。 
10 このような相補的研究の一例として F．ヴァレラの“The Specious Present: A Neurophenomenology 
of Time Consciousness": Naturalizing Phenomenology, (J. Petitot, F. Varela 他編）1999,所収、を参照。 
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フッサール現象学から見る「自然、人間、環境」
